
公益財団法人 宮城県老人クラブ連合会

み や ぎ

2022.8.25県老連だより

八幡福寿会（多賀城市）の社会貢献活動
通学路での登下校時見守り活動や清掃活動の様子です。
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県
老
連
会
長

　
　

就
任
の
ご
挨
拶

会　

長　

髙
橋　

壽
一

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
格
別
の
ご
厚
情
を

賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
活
動
に
対
し
て
会
員
の

皆
様
は
も
と
よ
り
，
各
地
区

老
連
並
び
に
各
市
町
村
な
ど

の
関
係
各
位
か
ら
多
大
な
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
，
今
回
の
役
員
改
選

に
よ
り
会
長
に
選
任
さ
れ
，

大
役
の
重
責
を
痛
感
す
る
と

同
時
に
，
全
力
で
誠
実
に
職

務
を
全
う
し
て
い
く
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
も
国
内
外
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
，
そ
の
終
息

が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
，

会
員
の
皆
様
に
は
感
染
予
防

に
努
め
元
気
で
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
宮
城
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
，
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
中
で
，
特
に
今
年
度

は
創
立
60
周
年
記
念
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
，
高
齢

化
に
よ
る
会
員
の
減
少
，
新

規
加
入
者
の
減
少
等
の
問
題

が
山
積
し
，
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。従
っ
て
，

今
年
度
は
，
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
，
ご
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら
，
会
員
増
強
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
，
老
人
ク

ラ
ブ
の
加
入
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
組
織
的
な
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
，
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
，
一
方
で
は
，
高
齢

者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は

大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
が
，
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
地
域

づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た

め
，
ま
た
，
迫
っ
て
く
る
諸

課
題
に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
も
，「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
理
念
の
下
，
積
極

的
に
地
域
社
会
に
貢
献
し
な

が
ら
，
組
織
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
が
終
息
し
て
今

ま
で
通
り
の
生
活
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
祈
念
し
，
そ
し

て
，
県
老
連
の
事
業
が
例
年

通
り
開
催
で
き
る
こ
と
及
び

各
地
区
老
連
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
，
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
，
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
，
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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世
界
中
を
震
撼
さ
せ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
よ
り
３
年
余
月
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
自

粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
，

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
苦
難

の
道
と
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
，
い
ろ
い
ろ
模
索
し
な
が

ら
の
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
単
老
（
会
員

百
名
）
も
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で

き
る
何
か
な
い
か
と
考
え
た

結
果
が
，
朝
の
交
通
ラ
ッ

シ
ュ
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る

登
校
時
の
見
守
り
活
動
で
し

た
。
会
員
の
中
か
ら
無
理
な

く
参
加
で
き
る
人
を
募
り
令

和
２
年
９
月
１
日
よ
り
活
動

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
国
道

４
号
の
長
い
横
断
歩
道
を
渡

る
子
ど
も
達
も
真
剣
，
私
た

ち
も
真
剣
，
危
険
場
所
４
か

所
に
交
代
で
立
ち
続
け
，
子

ど
も
達
と
過
ご
し
た
日
々
も

こ
の
８
月
で
２
年
に
な
り
ま

す
が
，
こ
の
体
験
は
未
来
に

続
く
力
に
な
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
，
県
老
連
の
女
性

委
員
長
と
し
て
，
皆
さ
ん
よ

り
推
薦
さ
れ
，
お
引
き
受
け

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
，

雨
の
日
も
吹
雪
の
日
も
立
ち

続
け
，
子
ど
も
達
の
元
気
な

声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
日
々

を
思
い
出
し
な
が
ら
，
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
，
共
働
き
し

な
が
ら
子
育
て
し
，
定
年
後

は
，
民
生
児
童
委
員
と
し

て
，
地
域
の
皆
さ
ん
に
接
し

な
が
ら
15
年
。
こ
の
間
老
人

ク
ラ
ブ
へ
も
入
会
し
て
活
動

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
，
町
老
連
女
性
委
員
長

と
し
て
県
老
連
女
性
委
員
会

に
出
席
，
県
内
の
女
性
委
員

の
皆
さ
ん
に
接
し
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
，県
老
連
の
推
薦
に
よ
り
，

東
京
霞
が
関
の
高
層
ビ
ル
内

に
あ
る
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
１
泊
２
日
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
４
回
，
全
国
の
皆

さ
ん
と
お
会
い
し
，
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重

ね
，
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

あ
り
方
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
偉

大
さ
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

私
が
今
も
元
気
で
何
事
に

も
前
向
き
に
活
動
で
き
る
姿

勢
は
，
先
輩
方
の
ご
指
導
の

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

ご
恩
を
少
し
で
も
お
返
し
で

き
ま
す
よ
う
に
県
老
連
女
性

委
員
長
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
，
女

性
の
豊
か
な
感
性
と
粘
り
強

い
力
で
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
，
喜
ん
で
会
員
に

な
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
，

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

女
性
委
員
長

　
　
　
　
　
　

就
任
の
ご
挨
拶

佐
藤　

貞
子

（
蔵
王
町
連
合
会
）

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
委
員
長
・
副
会
長
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令
和
４
年
３
月
２
日（
火
）　

書
面
決
議

���【
令
和
４
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
】

１ 

令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
行
事
予
定
）

２ 

令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
収
支
予
算
）

令
和
４
年
５
月
16
日（
月
）　

ホ
テ
ル
白
萩

【
地
域
支
え
合
い
・
助
け
合

い
事
務
手
続
き
等
支
援
事

業
】厚

生
労
働
省
か
ら
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
構
成
員
の
高
齢
化

等
に
よ
り
会
計
処
理
や
補
助

金
申
請
な
ど
の
事
務
作
業
が

困
難
と
な
り
、
活
動
の
継
続

が
難
し
く
な
る
場
合
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
務
手
続
き
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
地
域
支
え

合
い
・
助
け
合
い
活
動
継
続

の
た
め
の
事
務
手
続
き
等
支

援
事
業
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。県

老
連
で
は
，
各
老
人
ク

ラ
ブ
へ
の
支
援
方
策
を
検
討

す
る
た
め
，
令
和
３
年
度
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
事
務
作
業
に
関
す
る
問

題
点
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た

が
，
こ
の
調
査
結
果
等
に
基

づ
き
今
年
度
の
実
施
予
定
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
】

【
役
員
の
推
薦
に
つ
い
て
】

令
和
４
年
度
は
理
事
，
監

事
業
報
告

　
理
事
会
等
の
開
催
状
況

第
24
回
理
事
会
の
協
議
結
果

に
つ
い
て

市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
局
合

同
会
議
の
結
果
に
つ
い
て

事
及
び
評
議
員
の
改
選
が
行

わ
れ
ま
す
が
，
こ
の
根
拠
規

定
で
あ
る
評
議
員
・
役
員
等

選
任
規
程
に
基
づ
き
，
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
配
分
人
数
を
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
市
町
村
に
割
り

当
て
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
議
結
果
は
，
表
‐
1

の
と
お
り
で
す
。

月 日 県連合会関係
4 20日 第１回県老連女性委員会

5

16日

26日
30日

第１回市町村老連会長・事務局合同ブロック会議
（評議員・役員改選に係る推薦について協議）
高齢者相互支援事業連絡会議　③
正副会長会議

6

1日
8日
28日

28日
30日

監事会（Ｒ3年度監査）
第２５回理事会（評議員会提出議案協議）
第１７回評議員会（R3年度事業報告・収支決算並びに評議員・
役員の改選について審議）
第２６回理事会（新役員により会長・副会長選任）
健康づくり研修会（女川町連合会）

7 22日
27日

健康づくり研修会（塩竃市連合会）
健康づくり研修会（亘理町連合会①）

8 22日 健康づくり研修会（蔵王町連合会）

9 1日
9日

正副会長会議
第２７回県老連理事会

10 26日 第２６回宮城県シニアスポーツ大会
（於：蔵王町総合運動公園）

11

11日

22日　
28日

宮城県老連創立６０周年記念第４２回宮城県老人クラブ大会
（七ヶ浜町国際文化センター）
第2回市町村老連会長・事務局会議・研修会
詐欺被害防止研修会（名取市連合会）
健康づくり研修会（気仙沼市連合会）

12 14日 高齢者相互支援事業
シルバーリーダー研修会、女性リーダーセミナー合同開催

1

19日
25日
26日

第2回県老連女性委員会
高齢者相互支援事業連絡会議　④
詐欺被害防止研修会（富谷市連合会）
健康づくり研修会（亘理町連合会②）

2 16日 正副会長会議

3
2日

17日

第2８回県老連理事会
健康づくり研修会（名取市連合会）
第１８回県老連評議員会

年間行事予定表
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科　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額
１．分担金収入
２．県費補助金収入
３．県費委託金収入
４．受取寄付金振替額
５．寄付金収入
６．事業収入
７．諸収入
８．老人クラブ基金からの繰入
９．繰越金

3,135,000
14,794,000
2,000,000
2,000,000

1,000
40,000
1,000

4,326,000
1,989,000

4,320,000
15,572,000
2,000,000
2,000,000

1,000
360,000
130,000

1,843,000
3,579,000

合　　　　　　　計 28,286,000 29,805,000

科　　　　　　目 予　算　額 前年度予算額
公１
　１．県シニアスポーツ大会費支出
　２．健康づくり支援事業費支出
　３．高齢者相互支援事業費支出
　４．詐欺被害防止啓発事業費支出
　５．事務手続き等支援事業費支出
　６．宮城県高齢者社会参加促進事業費支出
　７．公１共通

610,000
1,014,000
728,000
100,000

2,500,000
2,000,000
3,450,000

400,000
1,362,000
1,338,000
160,000

2,500,000
2,000,000
4,845,000

小　　　　　　計 10,402,000 12,605,000
公２
　１．事業推進助成費支出
　２．女性リーダー活動費支出
　３．県老人クラブ大会費支出
　４．広報活動費支出
　５．調査研究費支出
　６．全国会議費支出
　７．災害救援拠金支出
　８．公２共通

800,000
391,000

1,500,000
1,000,000
25,000
400,000

1,000,000
6,859,000

1,600,000
691,000
809,000

1,000,000
25,000
760,000

1,000,000
5,738,000

小　　　　　　　計 11,975,000 11,623,000
法人会計費支出 5,909,000 5,577,000

合　　　　　　　計 28,286,000 29,805,000

令和４年度　収　支　予　算　書　（事業ごと） 第
25
回
理
事
会
の
協
議
結
果
に

つ
い
て

令
和
４
年
６
月
８
日（
水
）

【
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
】

【
理
事
，
監
事
及
び
評
議
員

の
選
任
】

５
月
16
日
の
市
町
村
会

長
・
事
務
局
合
同
会
議
に
お

い
て
，
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
分

人
数
を
割
り
当
て
ら
れ
た
市

町
村
連
合
会
か
ら
新
理
事
，

監
事
及
び
評
議
員
候
補
者
が

推
薦
さ
れ
た
の
で
，
現
役
員

が
確
認
し
評
議
員
会
へ
諮
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

理
事
等
候
補
者
は
，
表
‐

２
の
と
お
り
。

評議員・役員等選任決定状況

推　薦　
区　分 市町村老連名 理事

定数
評議員
定数

監事
定数

推薦市町村老連
R4.5.16決定状況

県南
ブロック

白石市、角田市、蔵王町、七ヶ
宿町、大河原町、丸森町 1 2

1

理事：蔵王町，監事：角田市
評議員：大河原町，七ヶ宿町

仙台南部
ブロック

名取市、岩沼市、村田町、柴田町、
川崎町、亘理町、山元町 1 2 理事：岩沼市，評議員：柴田町，川崎町

（監事：角田市）

県中央
ブロック

塩竃市、多賀城市、富谷市、七ヶ
浜町、利府町、大郷町 1 2

1

理事：塩釜市，監事：七ヶ浜町
評議員：多賀城市，富谷市

仙台北部
ブロック

大和町、大衡村、色麻町、加美
町 1 2 理事：大和町，評議員：色麻町，加美町

（監事：七ヶ浜町）

大崎
ブロック 大崎市、涌谷町、美里町 1 1

1

理事：涌谷町，評議員：美里町
（監事：栗原市）

石巻
ブロック

石巻市、東松島市、松島町、女
川町 1 2 理事：松島町，評議員：石巻市，東松島市（6月2日決定）

（監事：栗原市）

栗原
ブロック 栗原市 1 1 理事：栗原市，監事：栗原市，評議員：栗原市

気仙沼
ブロック 気仙沼市、南三陸町 1 1 理事：気仙沼市，評議員：南三陸町

（監事：栗原市）

女　性
委員会 3 2 理事：蔵王町，大和町，女川町，

評議員：岩沼市，七ヶ浜町

関係団体・学識
経験者 3 2 県，県社会福祉協議会，東北福祉大学

計 14名 17名 3名

令
和
４
年
６
月
28
日（
火
）

【
会
長
，
副
会
長
の
選
任
】

新
役
員
及
び
評
議
員
が
第

17
回
評
議
員
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
の
で
，
新
役
員
に

よ
り
会
長
，
副
会
長
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
任
結
果
は
，
表
‐
２
の

と
お
り
。

第
26
回
理
事
会
の
協
議
結
果

表‐ １
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こ
の
度
６
月
28
日
を
も
ち

ま
し
て
公
益
財
団
法
人
宮
城

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
役
職
員
，
市
町

村
連
合
会
の
皆
様
に
格
別
の

ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き

職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
出

来
，
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
在

任
中
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
少

し
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。県

老
連
と
市
町
村
老
連
の

関
係
は
上
位
下
達
の
状
況
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
，
こ
れ

で
い
い
の
か
と
思
い
ま
し

た
。
年
１
回
市
町
村
老
連
会

長
会
議
を
開
き
理
事
会
で
決

ま
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
だ

け
の
会
議
で
し
た
。
令
和
３

年
度
か
ら
は
２
回
開
催
し
，

研
修
会
や
意
見
を
聞
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
，
令
和
３
年
３
月
31

日
付
け
で
登
米
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
退
会
し
た
こ

と
，
私
は
数
回
登
米
市
連
合

会
長
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま

し
た
が
，
理
解
を
得
ら
れ
ず

退
会
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み

で
す
。
ま
た
，
理
事
会
に
お

い
て
今
後
の
対
応
策
を
示
す

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
忸

怩
た
る
思
い
が
い
た
し
ま

す
。結

び
に
，
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
県
御
当
局
及
び
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

県
老
連
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
創
立
60
周
年
記
念
大
会

が
盛
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

祈
念
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
，
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

前
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

佐
藤
節
夫

退
任
の
挨
拶

会
長	
髙
橋
壽
一	

		
	

栗
原
ブ
ロ
ッ
ク				
（
栗
原
市
）

副
会
長	

菅
原
正
郎	

		
	

仙
台
北
部
ブ
ロ
ッ
ク				

（
大
和
町
）

		
	

佐
竹　

一

	

県
南
ブ
ロ
ッ
ク				

（
蔵
王
町
）

		
	

佐
藤
貞
子	

		
	

県
老
連
女
性
委
員
会				

（
蔵
王
町
）

理
事	

小
松
洋
吉	

	 	
	

東
北
福
祉
大
学

		
	

後
藤
正
樹	

		
	

県
長
寿
社
会
政
策
課

		
	

菅
原
健
一	

		
	

県
社
会
福
祉
協
議
会

		
	

渡
邊
榮
一	

		
	

仙
台
南
部
ブ
ロ
ッ
ク				

（
岩
沼
市
）

		
	

中
村
邦
綱	

		
	

県
中
央
ブ
ロ
ッ
ク	

（
塩
釜
市
）

		
	

小
野
秀
一	
		

	

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク				

（
涌
谷
町
）

		
	

土
井
德
夫	

		
	

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク				

（
松
島
町
）

		
	

村
上　

敏	
		

	

気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク	

（
気
仙
沼
市
）

		
	

川
名
き
よ
江			

	

県
老
連
女
性
委
員
会				

（
大
和
町
）

		

木
村
か
の
え

	

県
老
連
女
性
委
員
会	

（
女
川
町
）

常
務
理
事	

辻󠄀
市　

浩	
		

	

県
老
連
事
務
局

監
事	

猪
狩
正
功	

		
	

県
南
ブ
ロ
ッ
ク				

（
角
田
市
）

		
	

鈴
木
初
雄

	

中
央
ブ
ロ
ッ
ク				

（
七
ヶ
浜
町
）

		
	

菅
原
璋
雄

	
県
北
ブ
ロ
ッ
ク				

（
栗
原
市
）

任
期
：
令
和
４
年
６
月
28
日
か
ら

令
和
６
年
度
定
時
評
議
員
会
終
結

の
時
ま
で

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

役
員
名
簿

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

評
議
員
名
簿

評
議
員	

舟
山
今
朝
男	
	

県
南
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
大
河
原
町
）

		

市
川　

栄
子		

	

県
南
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
七
ヶ
宿
町
）

		

大
槻　

尚
之		

	

仙
台
南
部
ブ
ロ
ッ
ク	

（
柴
田
町
）

		

菅
原　

邦
子		

	

仙
台
南
部
ブ
ロ
ッ
ク	

（
川
崎
町
）

		

千
葉　

正
實		

	

中
央
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
多
賀
城
市
）

		

白
木　

敏
夫		

	

中
央
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
富
谷
市
）

		

髙
橋　

克
明		

	

仙
台
北
部
ブ
ロ
ッ
ク	

（
色
麻
町
）

		

青
砥　

利
次		

	

仙
台
北
部
ブ
ロ
ッ
ク	

（
加
美
町
）

			

松
田　

正
敏		

	

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク	
	

（
美
里
町
）

		

鈴 

木　

 

学			
	

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
石
巻
市
）

		

内
海　

國
雄		

	

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
東
松
島
市
）

		

長 

浦   

信			
	

栗
原
ブ
ロ
ッ
ク	

	

（
栗
原
市
）

		

小
山　

幸
七		

	

気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク	

（
南
三
陸
町
）

		

菅
原
美
智
子		

	

県
長
寿
社
会
政
策
課

		

千
葉
姿
奈
子		

	
県
社
会
福
祉
協
議
会

		

星　

 

初 

枝			
	

県
老
連
女
性
委
員
会	

（
七
ヶ
浜
町
）

		

吉
田
八
重
子		

	

県
老
連
女
性
委
員
会	

（
岩
沼
市
）

任
期
：
令
和
４
年
年
６
月
28
日
か

ら
令
和
８
年
度
定
時
評
議
員
会
終

結
の
時
ま
で

表
‐
２
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私
が
所
属
す
る
四
つ
葉
会

は
，
幸
福
を
呼
ぶ
会
と
し
て

東
日
本
大
震
災
後
に
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

昭
和
35
年
，
地
区
の
有
志

の
方
々
５
～
6
名
で
老
人
ク

ラ
ブ
を
立
上
げ
た
も
の
の
，

当
時
は
活
動
ら
し
い
事
も
出

来
ず
に
い
た
よ
う
で
す
が
，

そ
の
後
の
チ
リ
地
震
津
波
を

経
験
し
，
夏
祭
り
等
の
地
域

活
動
を
通
し
て
子
供
達
と
の

交
流
を
図
り
な
が
ら
，
会
員

の
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
仲

間
作
り
を
行
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
，
２
０

１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
，
当
時
の
会
長
さ

ん
は
じ
め
十
数
名
の
会
員
の

方
が
犠
牲
に
な
り
，
ク
ラ
ブ

も
休
止
状
況
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
，
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
，
役
員
を
新
た
に
し
，
名

称
も
『
四
つ
葉
会
』
に
改
め

再
出
発
し
ま
し
た
。
私
自
身

も
会
員
と
し
て
入
会
し
，
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
女
性
会
員
数

十
名
で
立
ち
上
げ
た
『
チ
ン

ド
ン
隊
』
は
，
震
災
後
の
地

域
の
暗
い
気
持
ち
を
や
わ
ら

げ
る
為
，「
何
か
楽
し
め
る

こ
と
は
な
い
か
?!
気
持
ち
が

明
る
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
か
?!
」
と
考
え
た
も
の

で
，
歌
や
踊
り
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
，
各

地
区
の
お
茶
会
や
病
院
の
訪

問
，
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
施
設
等

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
活
動
が
新
聞
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
，
ま
た
，
口

伝
え
で
ほ
か
の
市
町
村
か
ら

も
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
と
て
も
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

行
政
区
と
老
人
ク
ラ
ブ
の

合
同
で
開
催
し
て
い
る
敬
老

会
で
は
，
80
歳
以
上
の
方
々

を
招
待
し
，
歌
や
踊
り
を
披

露
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
の
行
政
区
に

は
，
災
害
公
営
住
宅
が
高
台

に
あ
り
，
こ
の
よ
う
な
事
業

や
研
修
会
，
お
茶
会
が
あ
る

と
き
は
会
員
が
送
迎
し
，
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
，
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
依
頼
に
よ
り
，
当
ク

ラ
ブ
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て

「
認
知
症
予
防
の
寸
劇
」
に

取
組
ん
で
お
り
，
町
の
研
修

会
や
健
康
づ
く
り
の
講
話
に

出
演
し
た
り
，
高
齢
者
が
狙

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
と
，
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。今

年
は
，
町
老
連
と
し
て

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
す
る

老
連
が
一
同
に
会
し
２
市
２

町
交
流
大
会
（
ペ
タ
ン
ク
競

技
）
を
開
催
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
，
他
の
老

人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
図
り

な
が
ら
，
お
互
い
ク
ラ
ブ
の

情
報
交
換
等
の
活
動
に
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
が
高
齢
者
を
見
守

り
な
が
ら
，
地
域
で
い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
も
ら
い
，

今
後
も
一
層
魅
力
の
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
活
動

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

四
つ
葉
会
の
設
立
と
活
動
に
つ
い
て

女
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
長

四
つ
葉
会
　
会
長

木
村
か
の
え
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ク
ラ
ブ
活
動
の
概
要

区　　分 具　体　的　な　活　動　内　容

社会奉仕活動 農免道路における草刈り作業

地域交流活動 公民館を拠点としたグラウンド・ゴルフ・ペタンク交流

他の老人クラブとの交流活動 グラウンド・ゴルフ、ペタンクを通じて交流活動

友愛活動 月１回の悠々げんきクラブ活動

教養講座の開催 月１回の悠々げんきクラブ活動で教養研修（警察・消防・栄養指導・口腔ケア）

スポーツ振興事業 グラウンド・ゴルフ、ペタンク事業

その他 神社の清掃活動、地区公民館を活用したサロン活動

速
報
！
　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
受
賞
決
定
！
　

　

７
月
21
日
付
け
で
厚
生
労
働
省
老

健
局
長
か
ら
宮
城
県
あ
て
に
，
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
東
足
立
長
寿
会

が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
決
定
し
た

と
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
，
11
月
８
日
（
火
）
に

両
国
国
技
館
（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
東
足
立
長
寿
会
（
村
田
町
）

　
　
◦
結
成　
昭
和
39
年
11
月
15
日

　
　
◦
会
員　
37
名

　
　
◦
会
長　
佐
山　
芳
照

功
　
績
　
概
　
要

　
長
年
，
社
会
奉
仕
及
び
地
域
交
流

等
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
，

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
き
た
。
ま
た
，
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
，
感
染
症
対
策
を
十

分
に
講
じ
な
が
ら
精
力
的
に
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
，
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
。
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	 亡くなられた後に通知したい相続人等を 1名	

	 指定できます。
	 遺言者は預けた遺言書の閲覧や保管の申請の	

	 撤回をすることができます。

仙台法務局供託課　022-225-5735　塩竈支局　022-362-2338
大河原支局　0224-52-6053　古川支局　0229-22-0510
石巻支局　0225-22-6188　登米支局　0220-52-2070
気仙沼支局　0226-22-6692

遺言者の手続

遺言書の内容に関するご相談については

遺言者が亡くなられた後の手続

遺言書の保管に関する手続のご案内については

l 

宮城県司法書士会　総合相談センター　https://miyashikai.jp/
面談相談（予約ダイヤル）022-263-6755　
予約受付時間：平日午前９時～午後５時（年末年始、祝日を除く）
電話相談（相談ダイヤル）022-221-6870　
月・水・金　午後１時３０分～午後４時３０分（年末年始、祝日を除く）

相続人等は、遺言書の内容
の証明書の請求や遺言書の
閲覧をすることができます。

遺言書が法務局において
保管されていることを、
その他の相続人等に通知
します。

相続人等が遺言書情報証明
書の交付を受けた場合若しく
は遺言書の閲覧をした場合又
は、遺言者の死亡確認時

検認不要 法務局において保管されている遺言書については、家
庭裁判所での検認が不要となります。
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事
務
局
だ
よ
り

各
種
提
出
物
や
照
会
へ
の

回
答
等
に
つ
い
て
は
，
期
限

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
が
遅
れ
た
一
部
の
た

め
に
全
体
の
処
理
が
滞
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
，
監
督

官
庁
か
ら
指
摘
さ
れ
る
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
現
在
，
事
務

局
は
２
名
体
制
で
す
が
，
指

摘
を
受
け
る
と
，
こ
の
対
応

の
た
め
業
務
が
付
加
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
，
県
老
連
業
務

全
体
へ
影
響
す
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
社
協

業
務
等
で
ご
多
忙
と
は
存
じ

ま
す
が
，
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
，
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

島
原
手
延
そ
う
め
ん
及
び

日
本
ハ
ム
の
ギ
フ
ト
販
売
や

木
下
サ
ー
カ
ス
の
優
待
等
に

つ
い
て
，
市
町
村
連
合
会
を

通
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
，
こ
れ
ら
は

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
特
典
と

捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ギ
フ
ト
関
係
に
つ
い
て
は
，

活
動
資
金
づ
く
り
に
も
な
り

ま
す
が
，
ギ
フ
ト
用
の
ほ
か

自
家
用
や
子
供
さ
ん
，
お
孫

さ
ん
用
に
購
入
す
る
場
合
に

も
市
価
よ
り
３
割
以
上
安
く

購
入
で
き
る
よ
う
で
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
の
特
典
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
，
春
ご
ろ
に
配
布
し

ま
し
た
ク
ー
ポ
ン
ブ
ッ
ク
に

つ
き
ま
し
て
も
，
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
，

ご
意
見
，
ご
感
想
を
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

入
会
の
勧
誘
活
動
に
関
連

し
て
，「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
名
称
に
つ
い
て
の
抵
抗

感
が
入
会
の
支
障
に
な
っ
て

い
る
，
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
老
人

福
祉
法
に
記
載
が
あ
り
，
こ

れ
に
よ
り
官
公
庁
等
の
文
書

で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
た

だ
し
，
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
見
解
に
よ
り
ま
す

と
，
都
道
府
県
連
合
会
の
正

式
名
称
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
を
使
用
さ
れ
た
い

が
，
市
町
村
連
合
会
及
び
単

位
ク
ラ
ブ
等
の
名
称
は
，
必

ず
し
も
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
を

使
用
す
る
必
要
は
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
県
内
で
も
「
〇

〇
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」，「
▢
▢

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」，「
＊
＊

長
寿
会
」
等
の
名
称
を
使
用

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す
の
で
，
ご
希
望
に
よ
り
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

老
人
福
祉
法
（
抜
粋
）

（
老
人
福
祉
の
増
進
の
た

め
の
事
業
）

第
十
三
条

２　

地
方
公
共
団
体
は
、

老
人
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
事
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
老
人

ク
ラ
ブ
そ
の
他
当
該
事
業
を

行
う
者
に
対
し
て
、
適
当
な

援
助
を
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

老
連
だ
よ
り
に
掲
載
す
る

記
事
と
し
て
，エ
ッ
セ
ー（
随

想
）
や
コ
ラ
ム
等
を
募
集

県
老
連
だ
よ
り
の

名
称
に
つ
い
て

投
稿
募
集

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
名
称

会
員
の
特
典

し
ま
す
。
健
康
の
秘
訣
や
日

常
の
出
来
事
等
に
つ
い
て
等

テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
，

事
務
局
ま
で
電
子
メ
ー
ル
や

郵
送
等
で
送
付
願
い
ま
す
。

現
在
，「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
県

老
連
だ
よ
り
」
と
し
て
こ
の

広
報
紙
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
が
，
事
務
局
で
は
名
称
の

変
更
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

現
在
の
名
称
は
震
災
後
の

平
成
25
年
１
月
発
行
の
第
96

号
か
ら
使
用
し
て
お
り
ま
す

が
，
震
災
前
の
第
95
号
ま
で

の
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
県
老
連

だ
よ
り
『
そ
よ
か
ぜ
』」
を

復
活
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
意
見
や
名
称
案
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で

送
付
願
い
ま
す
。

各
市
町
村
連
合
会

事
務
局
へ
お
願
い



115号
発

行
／

公
益

財
団

法
人

　
宮

城
県

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

　
〒

980-0011 仙
台

市
青

葉
区

上
杉

１
－

2－
3　

TE
L 022－

223－
1156  FA

X
 022－

223－
1161

MIYAGI県
老
連
だ
よ
り

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】

老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）
【老人クラブ団体賠償責任保険】

施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月

10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償（新型コロナを含む※特定感染症危険補償特約付）。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2022年3月作成　21-TC11211

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。
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